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高速炉ブランケット領域における核変換後に Zr 水素化物ターゲット母材内に残存する MA を既存の湿式

処理工程で回収するための前処理技術を開発することを目的として、ZrNd 合金酸化物の硝酸への溶解特性

を調査した。
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1. 緒言

長寿命放射性廃棄物の地層処分における負担軽減のため、マイナーアクチノイド（MA）－Zr 水素化物ター

ゲットを高速炉ブランケット領域に配置し、核変換の効率化と早期実現を目指した研究を進めている。本研

究では、核変換後の Zr 水素化物ターゲット母材内に残存するMAを既存の湿式処理工程でマルチリサイクル

することの適用性を確認するため、ZrNd合金を異なる条件で酸化処理し、硝酸への溶解試験を実施した。

2. 実験方法

本研究では、アーク溶解あるいはメカニカルアロイで作成した 90at％Zr10at％Nd 合金をそれぞれ 850  ºC 

の Ar+20％O2あるいは 450 ºC の水蒸気雰囲気において酸化させ、ZrNd合金酸化物試料として試験に供した。

また、低 Zr 濃度領域での Nd の溶解特性を調べるため、Zr 粉末と Nd 粉体の混合物（5at％Zr95at％Nd）を

1200℃で溶融し、850 ºC の空気中で酸化させた試料も併せて試験に供した。溶解試験では、80℃に加熱した

硝酸に、秤量した酸化物試料を投入し、15、30、60、120および 240分後に溶液を 3ml採取し、その採取溶液

をろ過後に誘導結合プラズマ質量分析計（ICPMS）により分析した。

3. 結果

図 1に示すように高温で酸化処理した試料は、

Nd の含有率に関わらず、硝酸溶液に速やかにほ

ぼ溶解することが確認された。一方、低温で酸化

処理した試料における回収率は、50％程度であ

り、不溶解残渣中に Nd が残存した。不溶解残渣

の X 線回折測定結果から、低温処理した試料で

は、高温処理の場合と比較して、母相である ZrO2

への Nd の固溶が促進されていることが示唆され

た。
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図 1 溶解試験におけるNd回収率評価結果
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